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1,432億円　前期比 0.3％増

売上収益

長期収載品は後発医薬品使用促進策の影

響などにより売上が減少しましたが、2型糖

尿病治療剤「グラクティブ錠」や骨粗鬆症治

療剤「リカルボン錠」、アルツハイマー型認知

症治療剤「リバスタッチパッチ」などの主要新

製品の売上が増加したことにより、当期の売

上収益は前期比4億円（0.3％）増の1,432

億円となりました。

長期収載品の売上は減少するも、
主要新製品の売上が増加し、微増収

営業利益

原価率の高い新製品（導入品）の売上拡大

に伴い、売上原価が増加しました。また、市

販後調査費用やコンピュータ関連投資など

の増加によって研究開発費を除く販売費

及び一般管理費も増えたことにより、当期の

営業利益は前期比35億円（11.7％）減の

264億円となりました。

販売費及び一般管理費の増加や
売上原価率上昇により減益

264億円　前期比 11.7％減

1,428 1,432

299
264

営業の概況（連結 I F R S）
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（億円）

平成25年
3月期

平成26年
3月期

（億円）
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平成26年
3月期

税引前当期利益

金融収支が前期とほぼ同額の30億円とな

りましたが、営業利益の減少を補うことがで

きず、税引前当期利益は前期比35億円

（10.7％）減の295億円となりました。

金融収支は前期並みとなるが、
営業減益を補えず、減益

親会社の所有者に帰属する当期利益

試験研究費に係る税額控除の限度額が拡

大し法人税等が前期より減少した一方で、

復興特別法人税が前倒しで廃止されたこと

に伴う繰延税金資産の取り崩しもあり、親会

社の所有者に帰属する当期利益は前期比

26億円（11.2％）減の204億円となりました。

税負担は減少するも、減益

295億円　前期比 10.7％減 204億円　前期比 11.2％減
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※当社は、平成26年3月期決算からIFRSを導入しており、IFRSベースの数字にて開示しています。
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